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5500ＪＪシシャャルルピピーー衝衝撃撃試試験験にによよるる靱靱性性評評価価

22..試試料料情情報報

11.. 5500JJシシャャルルピピーー衝衝撃撃試試験験機機のの仕仕様様とと特特長長

33..鋼鋼材材ののシシャャルルピピーー衝衝撃撃試試験験事事例例

試試験験機機 ：： シシャャルルピピーー振振りり子子式式衝衝撃撃試試験験機機（（米米倉倉製製作作所所製製））
能能力力 ：： 5500JJ
試試験験温温度度 ：：--119966℃℃・・--114400～～220000℃℃

対対象象材材料料 ：：ププララススチチッックク、、鋼鋼材材（（薄薄物物））、、非非鉄鉄金金属属材材（（アアルルミミニニウウムム等等））のの吸吸収収エエネネルルギギーーがが低低いい材材料料
試試験験片片寸寸法法 ：：長長ささ 5555～～8800  mmmm 幅幅 1100  mmmm 厚厚ささ 22～～1100  mmmm

吸吸収収エエネネルルギギーー（（ＪＪ））、、衝衝撃撃値値（（ＪＪ//ｃｃｍｍ22））、、延延性性破破面面率率（（％％））よよりり遷遷移移曲曲線線をを求求めめまますす（（図図11））。。
遷遷移移曲曲線線かからら破破面面遷遷移移温温度度、、エエネネルルギギーー遷遷移移温温度度をを求求めめるるここととがが出出来来まますす。。

5500ＪＪシシャャルルピピーー衝衝撃撃試試験験機機のの外外観観

シシャャルルピピーー衝衝撃撃試試験験でではは、、材材料料のの粘粘りり強強ささ（（靭靭性性））をを評評価価すするるここととががででききまますす。。

ここここででははププララススチチッックク、、薄薄いい鋼鋼材材、、アアルルミミニニウウムムななどど、、吸吸収収エエネネルルギギーーがが低低いい材材料料にに対対ししてて用用いいらられれ
るる低低エエネネルルギギーー（（5500ＪＪ））シシャャルルピピーー衝衝撃撃試試験験機機にによよるる靭靭性性評評価価ををごご紹紹介介ししまますす。。

図図11..吸吸収収エエネネルルギギーーとと延延性性破破面面率率のの遷遷移移曲曲線線

表表11..試試験験温温度度とと吸吸収収エエネネルルギギーー、、衝衝撃撃値値、、延延性性破破面面率率

＊試験片寸法：高さ10ｍｍ（2Ｖノッチ） 幅2ｍｍ

破面遷移温度 ：破面率50%になる温度
エネルギー遷移温度 ：延性破面率100％となる最低温度における吸収エネルギーの1/2の値に相当する温度
破面遷移温度 ：破面率50%になる温度
エネルギー遷移温度 ：延性破面率100％となる最低温度における吸収エネルギーの1/2の値に相当する温度
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＊シャルピー衝撃試験では、ハンマーを一定の高さから振り下ろして試験片を破断させ、ハンマーの持
上げ角度と打撃した後の振上がり角度から吸収エネルギー（J）を求めます。またこの値を断面積で割っ
て衝撃値（J/cm2）を算出します。これらの数値により材料の粘り強さ（靭性）が評価できます。

＊＊低低温温域域かからら高高温温域域ままででのの

試試験験がが可可能能でですす！！

＊通常の鉄鋼材料では、300J,500J等の高エネルギー試験機を使用します

技術のお問合せ先:瀬戸内事業所　材料営業部　TEL:079-236-0041　FAX:079-236-1501

https://www.nstec.nipponsteel.com/inquiry/inquiry01/input/

